











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を 経 営 す る』東 洋 経 済（2010年）、Nonaka,I.andTakeuchi,H.TheKnowledgeCreatingCompany,Oxford
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UniversityPress（1995）の４冊を参考にしてまとめた。
（27） Polanyi,MichaelTheTacitDimension,Routledge&KeganPaulLtd.,London（1966）；マイケル・ポラニー著、
佐藤敬三訳『暗黙知の次元』紀伊国屋書店（1980年）p.15。
（28） 図の出所は、野中・竹内『知識創造企業』東洋経済（1996年）p.93。
（29） 図の出所は、『同上書』p.125。
（30） 市民編集委員会『前掲書』pp.50－51。
（31） 五十嵐広三『同上書』p.205。
（32）『同上書』p.206。
（33）『郷土誌あさひかわ 第23巻６月号』あさひかわ社（1982年６月）p.30。
（34） 五十嵐広三・高橋芳郎編著『前掲書』p.214。
（35）『同上書』pp.216－217。
（36） 五十嵐広三『前掲書』p.161。
（37） 市民編集委員会『前掲書』p.65。
（38） 五十嵐広三・高橋芳郎編著『前掲書』p.90。
（39）『同上書』p.137。
（40） 市民編集委員会『前掲書』p.66。
（41）『同上書』pp.83－84。
（42）『続・買物公園ものがたり』平和通買物公園企画委員会（1977年）p.１。
（43） 五十嵐広三・高橋芳郎編著『前掲書』p.147。
（44） 市民編集委員会『前掲書』p.61。
（45） 五十嵐広三・高橋芳郎編著『前掲書』p.171。
（46） 市民編集委員会『前掲書』p.75。
（47）『商工センター』（社）北海道商工指導センター（1970年）p.38。
（48） 五十嵐広三・高橋芳郎編著『前掲書』pp.148－149。
（49）『同上書』p.160。ただし許可が下りた日については、同書p.152では７月29日と記述されている。他の文献『買
物公園ものがたり』平和通買物公園企画委員会（1973年）p.16では８月２日、市民編集委員会『前掲書』では
手記の著者の違いで７月29日と８月２日と異なる。五十嵐広三『前掲書』p.186では８月２日である。資料を照
らし合わせて判断すると、８月２日が正しいように思える。
（50） 五十嵐広三・高橋芳郎編著『前掲書』p.138。
（51）『同上書』p.139。
（52）『同上書』p.140。
（53） 市民編集委員会『前掲書』p.66。
（54） 五十嵐広三・高橋芳郎編著『前掲書』p.171。
（55）『同上書』p.159。
（56）『同上書』p.151。
（57） 市民編集委員会『前掲書』（1971年）p.79。
（58）『同上書』p.79。
（59） 五十嵐広三・高橋芳郎編著『前掲書』p.216。
（60）『同上書』p.216。
（61）『同上書』p.132。
（62）『同上書』pp.86－90。なお報告書は43頁におよび、末尾には五十嵐市長の挨拶の言葉が寄せられている。また
同年、青年会議所が開催した講演会の講演全文が、報告書の45頁以降に併載されている。
（63）『同上書』p.146。なお報告書の作成者は、財団法人国土計画協会・旭川都市整備委員会となっており、１．平和
通買物公園の構想、２．買物公園をめぐる都市計画上の諸問題、３．今後特に検討を要する課題、の３章立てで
53頁におよんでいる。
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（64）『同上書』p.91。
（65） 五十嵐広三『前掲書』p.174。
（66） 五十嵐広三・高橋芳郎編著『前掲書』p.99－102。
（67）『同上書』p.103。
（68）『同上書』p.111－114。この造成計画は、買物公園造成のための手法、費用分担、管理体制などについての前提
条件を基本的に規定したもので、造成に関わる「憲法」といえるものであるという。
（69） 五十嵐広三・高橋芳郎編著『前掲書』p.129。
（70）『同上書』p.154。
（71）『同上書』p.226。
（72）『同上書』p.42。
（73） 久繁哲之助『地域再生の罠－なぜ市民と地方は豊かになれないのか？』ちくま書房（2010年）pp.170－178。
（74） 旭川市『旭川市中心市街地活性化基本計画』（2011年）。
（75） 旭川大学江口研究室,『永山商店街ＭＡＰ VOL.９』（2012年）。
（76）「日本経済新聞」37面（2012年12月３日朝刊）。
（77）「北海道新聞」23面地方版（2012年10月10日朝刊）。
（78）「同上紙」21面地方版（2012年10月11日朝刊）。
（79）「同上紙」27面地方版（2012年10月12日朝刊）。
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